
No. 受賞年度 活動の名称 受賞団体 活動の概要（応募当時の記載）

1 H17 黒潮よさこい祭り 黒潮よさこい祭り実行委員会

高知で行われる「よさこい祭り」、札幌で行われる「ＹＯＳＡＫＯＩソーラン祭り」にヒントを得
て、地元銚子市の特色を活かした「黒潮よさこい祭り」を開催する。
本祭りを通じて、地域や観光の活性化と発展に貢献するとともに、参加した人たちが想像
力や連帯感、達成感を感じ、郷土への愛着心と希望を持てるような祭りとする。

2 H17 銚子音楽祭 銚子音楽祭実行委員会

市内を中心とした東総地域・東京・茨城鹿行地域で活動するアマチュアロックバンドが出演
する音楽祭を３月に開催し、銚子市の恒例のイベントとする。本選の音楽祭出演者を選考
する予選会を銚子市で開催し、参加者を対象としたプロのミュージシャンによるクリニック
を開催し、出演者の技術向上を図る。テレビ局等の協賛を得て、全国に「銚子音楽祭」を

3 H17 銚子発いわし川柳誌上大会
銚子発いわし川柳誌上大会実行委
員会

銚子と言えば「いわし」を全国に定着させ、銚子と銚子のいわしブランドを確固たるものと
するため、いわし川柳を全国から募集する。応募された川柳の中から優秀なものを選句
し、１０月４日のいわしの日に表彰式と句会を開催するとともに、銚子にちなんだ講演会
（昨年度は岡田勝太郎氏「江戸川柳と銚子」）を開催する。また、誌上大会であるため、大
会の内容を掲載した冊子を作成し、応募者全員に配布を行う。

4 H18 復活!ありの市!ナイトバザール 銚子銀座商店街振興組合

銚子銀座通りを歩行者天国にして、昔懐かしい「ありの市」を復活させる。
 ・市内外から出店者を募り、ストリートミュージシャン、大道芸、フラダンス、スケボーなど
のアトラクションを路上ステージで展開
 ・往年の観音様境内を彷彿とさせる賑わいを創出
 ・コンテスト案：自家製ぬか漬け大賞、キムチ大賞、いわしつみれ汁大賞、素人漫才大
賞、観光写真大賞など

5 H18
陣屋跡の図面と現在地図
合併レリーフの設置

陣屋町史跡公園化実行委員会

現代を生きる銚子市民として、庄川杢左衛門の徳を偲び、そうした歴史を風化させないた
めにも、この場を史跡公園として後世に伝えるために、次の事業を行う。
・高崎藩の陣屋地図を記したレリーフ板の設置
・銚子市民及び高崎市民との交流のイベントを企画
・市内の小中学校勉強のための歴史副読本の制作

6 H18
子どもが安心して暮らせる地域社
会づくり

銚子こども安全ネットワーク

１　広報啓発活動
　(1) 機関紙の作成・発行
　(2) 各小中学校単位における防犯指導
　(3) 各種報道機関との連携による情報発信の推進
２　子どもを犯罪等から守る諸対策
　(1) 子どもの自己防衛能力の育成活動
　　・部外講師の派遣
　　・防犯関係視聴覚教材の活用
　(2) 保護者等による見守り活動の推進
　(3) 市民パトロール隊（現２２団体）
３　情報交換活動
　(1) 全体情報交換会（総会～年１回、理事会～年５回）
　(2) 地区別情報交換会(学校・保護者・住民・ﾊﾟﾄﾛｰﾙ隊等、年６回程度実施)

銚子賞事業受賞団体一覧（平成17～26年度）

※銚子賞事業⇒市民主体のまちづくり活動の提案に対し、外部委員による審査を経て採択された優良事業に対し、市が初期活動の支援を行った事業
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7 H18
自主パトロール隊の結成とパトロー
ルの促進

町内自主パトロール隊

１　防犯パトロール
　・各小学校区の通学路を中心とした、定期的なパトロール活動を実施
　・青色回転灯の装着手続きを実施中であり、許可されれば、徒歩と自転車の併用
　　パトロールを実施予定
２　合同パトロール活動
　・警察との合同により、犯罪発生確率の高い毎月最終金曜日の午後６時から、ラ
　　ストフライデーパトロール（ＬＦＰ）を実施
３　情報交換会・研修会
　・定期的に、各代表者による情報交換会及び警察官等を講師とした研修会を実施
４　関係機関等との連携
　・市、警察、他のボランティア防犯組織等との積極的な連携を図る
５　各町内会への結成の呼びかけ
６　新たに発足したパトロール隊への指導・助言

8 H18 防犯ボランティア
学生警察支援サークルスターラビッ
ツ

・落書き落とし
・銚子の海を綺麗にする
・市民からの依頼（ゴミ拾い、どぶ掃除など）
・日中夜間のパトロール
・小学校の登下校時の安全活動
・訪問、駅前ビラ配りによる防犯意識改革
・若者、シニアとのパトロール、及び対策会議
・街灯や視認性の悪い道等のハザードマップ作り
・犯罪防止、防犯意識の強化・改善対策会議
・幼稚園、小学校等への交通、防災講習
・ホームページによる市民への呼びかけを含め、情報伝達機構の開発
　（銚子テレビとの連携、ミニＦＭ局の設置）
・他団体とのネットワーク作り

9 H18 銚子市内飲食店マップの製作 銚子市内飲食店マップ製作委員会
・市内で開催されるイベント主催者が集い、製作実行委員会を設立
・それぞれの催しで来場者に対し配布できるような飲食店マップの構成・製作を実施
・配布を希望する団体やイベント主催者に対し、必要枚数を寄贈

10 H20 銚子あるもの探しネットワーク 銚子あるもの探しネットワーク
銚子市内の“あるもの（モノ・ヒト等）”を掘り起こし、情報発信する。本施設は、銚子市内の
素材を商品化する工房として、また物販・飲食コーナーを併設し、地域内外の人が集う場
としての機能を有する施設として整備。

11 H21 「銚子カメラ博物館」新設 銚子カメラ博物館の会

銚子カメラ博物館の会所有の土地及び建物を整備し、カメラを展示する博物館の新設を
行う。カメラの歴史、文化を次世代に継承することを目的とし、さらには、全国に広く公開し
地域の活性化をも図る。
（整備場所：銚子市清川町２－１１２２）
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12 H21 銚子セレクト市場 銚子セレクト市場開設委員会
旧パーラーエビスの空き店舗を整備し、銚子セレクト商品、農産物、水産物の直売店とし
て利用する。銚子中心市街地の活性化を図る。
（整備場所：銚子市西芝町１３－１６　旧パーラーエビス）

13 H21 市街地に石柱・石像建立事業 門前町・町並みづくりの会
観光客、市民に銚子の歴史・文化を感じながら楽しく歩いてもらうための演出のひとつとし
て、銚子市街地（JR銚子駅周辺から銚子飯沼観音周辺まで）に石像を建立する。ゆくゆく
は独自のガイドマップも作成する予定。中心市街地活性化と魅力的な町並みづくりを目指

14 H22 ニューツーリズム創出活動 銚子ニューツーリズム研究会

1.市民を対象としたニューツーリヅム普及活動
市民を対象としたニューツーリヅムの普及啓蒙を目的とした講座の開講
「観光カレッジ」　平成22年10月～11月の間に4回開催
２．ニューツーリヅムの事業化とその運営　※体験型観光の事業化
「体験」をテーマとする観光商品に関する企画立案から実施までの検証と研究を行う。
予定している研究内容
①農業体験
②自転車を使った小規模サイクリング
③ビーチコーミング
④まち歩き
3.観光コンシェルジュの設置による、観光情報の発信等に関する事業

15 H22
千葉科学大学の学生によるジオツ
アーガイド養成とジオツアーの実施

ジオ研究会

①地質学の総合的な知識の習得：定期的な勉強会（ゼミ形式で週1回程度開催）の開催
②細かい地域地質の知識：定期的な銚子市内の地質見学会の開催
③銚子の地質と国内外の地質との関連：茨城大学のジオ研究会との交流
④分かりやすいプレゼンテーション能力：分かりやすい説明方法等に関する勉強会の開催
⑤地質情報の発信：”銚子ジオパーク”の地質情報に関するHPを作成し、情報発信を行

16 H23 門前・軽トラ市 門前・軽トラ市実行委員会
銀座通りを歩行者天国にし、軽トラックなどの荷台で農産物や、加工品、花、日用品等の
販売を行うことで消費者、生産者、商店の交流を深めるとともに観光の一環としてアピー
ルしてく。

17 H23 第2回銚子の超ぉぃしぃサンマ祭り 社団法人銚子青年会議所 旬のサンマ5000匹を炭火焼で食してもらうことにより銚子の魅力を発信する。

18 H23 学生消防隊による「出前防災教室」 千葉科学大学学生消防隊
情報を収集する能力、自らが判断できる力、率先して行動を起こす力を向上させるための
講演を行うとともに、その内容を自ら実践できる訓練を行う。

19 H23 日本語楽サロン 銚子日本語教育の会

①広報活動（発足記念フォーラムの開催・参加者募集活動・受講者成果発表会）
②日本語講習（日本語楽習会）の運営
③日本語能力試験対策講座の実施
④安全教育（防災教育・交通安全・医療福祉・公衆公益）
⑤料理教室（参加者の国ごとの調理から食事会まで）
⑥日本文化・習慣に触れる（音楽・見学会・交流会・研修旅行など）
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20 H23 平和祈願のうたごえの集い
平和祈願のうたごえの集い実行委
員会

2007年の第1回から毎年7月20日に飯沼観音山門前路上にて、一般市民を対象に、平和
祈願のうたごえを集い、と題して、今日まで四回、イベントを開催している。太平洋戦争当
時、3度にわたる大空襲で、子どもからお年寄りまで沢山の尊い命が失われた、悲惨な戦
争の体験を語り継ぎ、犠牲者への追悼と平和祈願のために、参加者全員で歌い継ぎたい
美しい日本の歌を唄う。

21 H23
銚子安全で安心なまちづくりプロ
ジェクト～高めよう地域の防犯力～

学生警察支援サークルスターラビッ
ツ

（ア）防犯パトロール活動、（イ）行事警備、（ウ）防犯行動啓発活動、（エ）防犯・交通安全
講習、（オ）環境整備活動（ごみ拾い、駐車場整備）、（カ）危険個所の把握・点検、（キ）警
備・防災訓練の実施、（ク）スターラビッツ立寄所の巡回、（ケ）スターラビッツの立寄所の増
設、（コ）情報収集および発信、（サ）ホームページ運用、（シ）各種ボランティア活動、（ス）
警察等の依頼に基づく協力、（セ）各種イベントへの参加、（ソ）災害警備

22 H24 銚子キッズ映画演劇塾 銚子キッズ映画演劇塾
小中学生を対象に、月に2回程度、演技のレッスン、歌のレッスンを行い、講師が作成した
脚本に従い、短編映画を撮影し、映画の完成後、保護者や関係者等をお呼びし、発表会
を行う。

23 H24 高めよう銚子の防災力 千葉科学大学学生消防隊
幼稚園や小学生向きの防災に関する絵本を作成し、知識を深めてもらう。
銚子の災害や防災活動をより多くの人々に知ってもらうために各種イベントで展示教室を
開く。

24 H24
銚子のご当地キャラクター制作事
業

銚子商工会議所青年部

銚子のご当地キャラクターデザインを市内小中学校の生徒へ広く募集チラシを配布し、ま
た多くの市民への認知度向上させるため、銚子テレビや大衆日報、広報ちょうしにて募集
案内を告知。最優秀作品を着ぐるみとして製作し、市内各種イベント等で市民ならびに観
光客に対して銚子のPRを行っていく。

25 H24 Ｍｅｅｔミライ2012
「わたしが住みたい！あしたの銚
子」プロジェクト実行委員会

市内の高校生を一般募集し、通年で参加している高校生だけでなく、新たな高校生を交え
て、高校生同士だけでなく、まちづくりの専門家や活動している人、さらには大学生や若手
社会人との交流を通じて、この街の魅力、課題をまずは知ってもらう機会を持つ。
そういった活動を合宿という特別な時間と場所を共有し、もやもやしている「社会について
思うこと」などを徹底的に議論する。

26 H25
ご当地アイドルグループ『銚子元気
娘。』を結成し銚子をＰＲ

銚子元気塾

銚子市内に住む10代女性複数でご当地アイドルグループ『銚子元気娘。（ちょうしげんきむ
すめ）』を結成し市内イベントでのミニライブやDVD、またネット配信（ユーストリーム放送・
Youtube)で銚子をPR（観光・ジオパーク・イベントなど）をする。また、楽曲と観光プロモー
ションビデオを組み合わせたDVDを制作する。

27 H25 子育て世代の交流支援活動 どんぐり

パン作り教室、料理教室、音楽体験、リトミック体験
情報誌の発行
交流場所の提供
イベントに参加できるお子様の対象は幼児から小学生
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28 H25
銚子安全で安心なまちづくりプロ
ジェクト～親子で防犯教室～

学生警察支援サークルスター・ラ
ビッツ

（ア1）防犯パトロール活動、（ア2）スターラビッツ立寄所の巡回と管理
(イ1)啓発活動（ビラ配り・声かけ・キャンペーン等）、（イ2）防犯・防災教室）
（ウ1）警備活動（交通規制、歩行者保護、駐車場警備等）
（エ1）地域ボランティア活動（ゴミ拾い・駐輪場整備・違法ビラ撤去等）
（オ1）訓練・演習活動、（オ2）各種防災訓練
（カ1）写真撮影等の広報活動、（カ2）ホームページ・ブログの運用、（カ3）防犯広報活動
（キ1）災害警備活動、（キ2）災害ボランティア・災害派遣活動
（ク1）その他警察等の依頼に基づく協力活動、（ク2）各種イベントの参加、（ク3）その他

29 H25 一日冒険広場とこどもまつり 銚子冒険クラブ
・一日冒険広場の開催と子どもの見守り
・東部不動ヶ丘公園の清掃、施設管理
・年2回のイベント開催（流しそうめん）（もちつき）

30 H25 「銚子人」ＷＥＢ作成プロジェクト 「銚子人」作成委員会

魅力的な銚子の人々を取材し、紹介するWEBページを作成する。掲載する方々は、地域
の人々のワークショップで選定し、地域の人々が自ら取材・撮影・執筆及び記事作成を行
う。出版企画issue+designから発刊されているガイドブック：コミュニティトラベルガイドを参
考に魅力的な人々の紹介を通して、銚子の魅力を日本全国や海外にいる人たちにも発信
していく

31 H25 『松井簡治資料集』の刊行事業 松井簡治資料刊行会

①松井簡治がふるさと銚子に寄せた随筆（15編）と『第日本国語辞典』編纂に係る随筆な
ど関連資料を収録した『松井簡治資料集』を刊行する。
②『大日本国語辞典』は、日本最大の国語辞典である『日本国語大辞典』の母体となり、
現在に引き継がれていることから『日本国語大辞典』の編集関係者による『大日本国語辞
典』と『日本国語大辞典』の編纂過程についての講演会を開催する。

32 H25 さんまサンバ拡散プロジェクト ご当地乱舞普及会
先ずは手始めに、地元の子供たちにとって馴染み深いものになるよう仕掛けていきます。
その後、市外県外に点在するよさこい祭りに付き物のオフィシャルチームの活動場所に赴
きレクチャー行脚をしながら"口コミ拡散"の土台を築きます。

33 H26
「宮原元気会」合言葉は「げんきか
い？」

宮原元気会

・夏みかんマーマレード作り       　20名
・郷土史講演会及びカラオケ大会  40名
 今後の参加人数
・各教室の参加予定人数は各10名程度（小さく生んで大きく育てる）

34 H26 海と月のグリーンマーケットin銚子 月と海

　イベント内イベントとして、前回は農家さんの野菜を使ったスイーツなどコラボ商品を提供
し、今回はさらにグレードアップして雑穀の試食やプレゼント、オーガニックフルーツを使っ
たフレッシュジュースの提供、野菜ソムリエブースにより、野菜の色々を詳しい句お伝えし
たり、また、ヨガインストラクターによるストレッチなど職以外の健康についても発信したり、
音楽ライブも盛り込み、盛り沢山のイベントを開催。
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No. 受賞年度 活動の名称 受賞団体 活動の概要（応募当時の記載）

銚子賞事業受賞団体一覧（平成17～26年度）

※銚子賞事業⇒市民主体のまちづくり活動の提案に対し、外部委員による審査を経て採択された優良事業に対し、市が初期活動の支援を行った事業

35 H26 新銚子百景発信事業 銚子ニューツーリズム研究会

①発信者の確保を目的としたワークショップの開催
　今回の発信する内容は、単に景色や食ではなく、生活や産業、風土から浮かび上がる情
景と位置付けていることから、これらについて情報やイメージの共有を図るために講師を
招聘してワークショップを開催する。
②Facebookでの発信
　上記受講者並びに当会メンバー、賛同する作家・職人など総勢30名以上でFacebookを
管理し本事業で発信する情報発信を行う。
③市内ギャラリーでの展示と作品貸出のワンストップサービスの仕組みづくり
　この事業から発信する写真や絵画などを、市内のギャラリースペースを使いWeb環境が
ない人や偶然訪れた観光客の目にも触れるような場を提供する。また、今後この事業から
発信される作品の一括管理を行い、ワンストップで貸出や二年目以降の運営費捻出を目
的とした著作権管理や展示貸出の仕組みを構築する。

36 H26
狐愁丸船団チェリティ撮影会
銚子デコトラ祭

孤愁丸船団

昭和50年代でありますが、菅原 文太、愛川 欽也等、出演の映画で「トラック野郎」という電
装を施したトラックが、全国を走行し、全国の名所や、人間模様を題材にした映画が、東映
からシリーズ化され正月などに上映されていました。現在でも作品がDVD化され販売、レ
ンタルされており、この映画に登場するような、アートトラックは、上は60代、下は10代の学
生まで全国に多くのマニアがおり、各地に同好会が結成され、同好誌も発刊されておりま
す。そして、各地の同好会が、アートトラックのイベントを開催し、マニアが、開催地を訪
れ、交流し、募金を募り開催地の都市に寄付したり観光PRなど地域に貢献しております。
銚子市においては、新地町の旧第一魚市場などが、映画「トラック野郎」シリーズ第10作
「故郷特急便」のなかに登場しロケ地であった事、全国から多くの大型トラックが来銚する
町であり昨年に引き続き平成26年11月2日（日）に第2回目のアートトラックイベント開催が
決定いたしました。
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